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第 
１ 
章 

第 1章 景観計画とは 

１-１ 景観計画策定の背景 

近年、社会の成熟化に伴って、人々の生活習慣や価値観も変化し、生活空間の質的な向上

が求められるようになってきました。この動きを受けて、多くの地方公共団体は、美しいま

ち並みや良好な景観を形成するため、自主条例としての景観条例の制定など積極的な取り組

みを行ってきました。 

しかし、法律の根拠がないため、まち並みを損なうような色彩やデザインの建物に対して、

強制力を伴った規制をすることができないという問題を抱えていました。 

そうした中、平成16年に、景観に関する総合的な法律である「景観法」が成立し、景観計

画の策定や景観づくりのための建築物等に対する規制などの仕組みが整備されました。 

このことによって、地方公共団体は、景観計画の策定をはじめとした「景観法」の仕組み

を活用して、地域の特性に応じた景観づくりに取り組むことが可能になりました。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

  

 

景観とは 

「景観」とは、「景色」の「景」と、「観る」の「観」という二つの文字で構成さ

れており、目に見える対象の物理的な眺め（景）を私たちが感じる（観）ことによっ

て生み出されるものです。 

 

 

 

 

 

 

 

つまり、「景観」とは、私たちを取り巻く様々な環境であるまちや地域がどのよう

に見え、それを人がどのように感じるかという価値観を反映したものと捉えること

ができ、歴史文化の積み重ねが目に見える形となって現れた私たちの暮らしそのも

のであると言えます。 

 

 

目に見える対象の姿、 

形､眺めそのもの 

景  

見る人の感じるもの、 

印象、価値観 
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１-２ 景観計画策定の目的 

君津市には、土地区画整理事業によって整備された良質な市街地、水と緑に恵まれた豊か

な自然、各地域で培われてきた歴史文化など多様な景観資源があります。 

しかし、近年、社会の成熟化に伴って、周辺の景観と調和しない色彩やデザインの建物な

どが増え、これらの景観資源が損なわれる状況が散見されるようになってきています。 

また、人々の生活習慣や価値観が変化し、生活空間の質的な向上が求められるようになっ

ています。 

そこで、君津市は、平成26年６月１日に景観法に基づく景観行政団体になり、君津市の多

様な景観資源を守るための考え方や基準（ルール）を定めるため、景観計画を策定すること

にしました。 
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第 1章 景観計画とは 

１-３ 景観計画の位置づけ 

君津市景観計画は、君津市総合計画や君津市都市計画マスタープランなどを踏まえた上で、

策定するものです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

※１  君津市の最上位の計画であり、目指すべき将来都市像と、それを実現していくた

めの具体的な手段を示した計画。  
※２  君津市の都市計画に関する基本的な方針であり、土地利用の誘導、道路・公園等

の整備などまちづくりの方向性を総合的に示した計画。  
※３  君津市の目指すべき環境像と、それを実現していくための具体的な手段を示した

計画。  
※４  君津市の緑地の保全及び緑化の推進に関する基本計画であり、都市計画区域内に

おける緑地の適正な保全及び緑化を総合的かつ計画的に実施するため、その目標

と、それを実現していくための具体的な手段を示した計画。  
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１-４ 景観計画の構成 

君津市景観計画の構成は、次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３章  君津市が目指す景観づくり 

３-１ 景観計画の区域 景観計画を適用する区域を市全域としています。  

３-２ 理念 
君津市の景観づくりの理念を掲げ、その理念を実

現するため、方針を定めています。 まち・自然・歴史文化が調和する景観づくり 
～守り、育て、継承していく きみつの宝～ 

３-３ 方針 全体の方針 君津市全域で共通して目指すべき景観づくりの方向性を定めています。 

  

 ゾーン別の方針 
きめ細やかな景観づくりを誘導していくため、６つの景観類型を用い

て、ゾーン別に目指すべき景観づくりの方向性を定めています。 

 

 

 

水と緑が美しいや

すらぎのある市街

地の景観づくり  
 

豊 か な 自 然 を

大 切 に す る 景

観づくり  

歴 史 と 文 化 が

感 じ ら れ る 景

観づくり  

景 観 資 源 の 積

極 的 な 活 用 と

継承  

君津ゾーン 

小糸・清和ゾーン 

小櫃・上総ゾーン 

しごとば まち やま 

みずべ れきし さと 

第４章  良好な景観の形成に向けて 

４-１ 良好な景観の形成に関する行為の制限 
○届出対象行為  ○景観形成基準 

市に届出を行う必要がある行為と、良好な景観を

形成するための基準（ルール）を定めています。  

４-２ 景観重要建造物／景観重要樹木 
良好な景観を形成するために重要な建造物、樹木

などに関することを定めています。 
４-３ 屋外広告物に関する行為の制限 

４-４ 景観重要公共施設 

 

第５章  計画の推進に向けて 

５-１ 推進の方策の体系 景観計画に基づく良好な景観づくりを円滑に推進

していくための取り組みを定めています。  ５-２ 推進の方策の検討 
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市 民 や 事 業 者

と 協 働 す る 景

観づくり  

第２章  君津市の景観  

２-１ 景観の構造 

２-２ 景観の特性  

（市街地景観、自然景観、歴史文化景観） 

 




